
日加協力事業によるトライアムフミュオンチャネルの完成

この国際協力事業は,文部省科研費特定研究

「中間子科学」 (代表者.山崎敏光原子核研究所

長 )の最大の計画研究課題として日本側で予算化

され,カ ナダバングーバー市にあるトライアムフ

研究所とほぼ半分ずつの予算分担によって,1986

年度から3ヶ年計画でスタートしました。最終日

的は,負の ミュオンを,数 Mevもの低速で,直

流状に,強力に得ようとするもので,中間子科学

研究センターのKEK分室でのパルス状 ミュォン

と相補的な研究ファシリティをつくろうというも

永 嶺 謙 忠 (中間子科学研究センター )

のであります。日本側すなわち―東大側の組織は,

筆者を代表者として,西山樟生・三宅康博・福地

光一諸氏らセンターの職員が作業を分担しました。

トライアム研究所は,ノ イヾオンや ミュオンを強

力につくり出すことの出来るエネルギー500 MeVJ

電流 170 μAの陽子サイクロトロンを持ち,世界

の 3大「メソンファクトリー」の 1つ と云われて

います。この加速器につなげて,私共がKEK分

室で10年前に開発に成功した超電導 ミュオンチャ

ネルをつくれば,世界最強にして,最良質の負 ミ
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